


本
町
は
、
明
治
29
年
６
月
22
日
に
町
制

を
施
行
し
た
こ
と
に
よ
り
湯
浅
町
が
誕
生

し
、
昭
和
31
年
に
は
田
栖
川
村
と
の
合
併

を
行
い
、現
在
の
町
の
形
が
出
来
上
が
り
、

大
き
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

わ
が
ま
ち
が
こ
の
よ
う
に
伸
展
し
ま
し

た
の
も
、
多
く
の
諸
先
輩
の
湯
浅
を
愛
す

る
心
と
た
ゆ
ま
ぬ
ご
尽
力
の
賜
物
と
言
え

ま
す
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
志
に

敬
意
と
感
謝
の
気
持
ち
を
抱
き
、
ふ
る
さ

と
湯
浅
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、「
誇
れ
る
郷
土
を
と
も
に

創
造　

安
心
安
全
の
ま
ち
湯
浅
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
一
歩
一
歩
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
安
全
に
暮

ら
せ
る
環
境
を
守
り
な
が
ら
、
豊
富
な
資

源
を
活
か
し
て
本
町
へ
の
人
の
流
れ
を
作

り
、
賑
わ
い
を
創
出
し
、
調
和
の
と
れ
た

住
み
よ
い
ま
ち
の
新
た
な
出
発
点
と
な
る

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
観
光

都
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
制
施
行
か
ら
１
２
０
年
と
い
う
歴
史

を
重
く
受
け
止
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
、

こ
の
節
目
の
年
を
通
じ
て
よ
り
一
層
地
元

に
愛
着
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
う

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
湯
浅
町
の
更
な

る
発
展
に
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
皆
さ
ま
と
力
を
あ
わ
せ
て
ま

ち
づ
く
り
に
専
念
し
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
制
施
行　
　
周
年
を
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湯
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迎
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湯
浅
町
は
、
本
年
町
制
１
２
０
周
年
と

い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す

の
繁
栄
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の

皆
さ
ま
の
「
住
み
よ
い
元
気
な
湯
浅
」
の

た
め
に
御
支
援
、
御
尽
力
た
ま
わ
ら
ん
こ

と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
教
育
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ

こ
数
年
の
間
に
町
内
全
小
中
学
校
は
新
築

ま
た
は
耐
震
補
強
で
、
ど
の
学
校
も
見
違

え
る
よ
う
に
立
派
に
な
り
、
湯
浅
小
学
校

講
堂
な
ど
は
、
昭
和
の
始
め
、
子
ど
も
達

が
自
分
の
小
遣
を
節
約
し
て
、
月
に
１
銭

の
貯
金
か
ら
始
り
、
築
80
年
。
当
時
は
県

下
一
の
講
堂
と
い
わ
れ
、
耐
震
補
強
後
の

現
在
も
威
風
堂
々
、
入
学
・
卒
業
の
式
典
、

音
楽
会
会
場
、
体
育
館
と
し
て
多
目
的
に

利
用
さ
れ
、現
在
は
国
の
『
登
録
文
化
財
』

（
国
の
建
築
物
の
宝
）
の
指
定
を
受
け
燻

銀
の
よ
う
に
光
彩
を
放
っ
て
お
り
ま
す
。

本
当
に
先
進
的
な
、
学
習
に
適
し
た
教

室
や
実
験
室
、
そ
れ
に
歴
史
を
秘
め
た
建

造
物
な
ど
に
恵
ま
れ
た
環
境
で
児
童
・
生

徒
は
、
こ
れ
に
応
え
る
べ
く
学
習
に
運
動

に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
嬉
し

く
、
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。

ま
た
湯
浅
は
醤
油
発
祥
地
と
し
て
全
国

に
知
ら
れ
、
そ
の
名
産
を
町
内
各
小
学
校

の
中
学
年
で
『
郷
土
学
習
』
の
一
つ
と
し

て
、
醸
造
元
の
方
を
招
い
て
、
一
人
ひ
と

り
醤
油
づ
く
り
に
尽
力
し
、
一
年
半
程
か

け
て
出
来
あ
が
っ
た
醤
油
、
即
ち
「
マ
イ

醤
油
」
を
家
族
の
方
達
と
賞
味
し
て
お
り

ま
す
が
、
昨
年
は
和
歌
山
国
体
で
「
な
ぎ

の
里
球
場
」
で
の
軟
式
野
球
の
各
県
の
選

手
に
、
こ
の
醤
油
を
贈
っ
て
喜
ば
れ
「
古

い
醸
造
文
化
の
町
湯
浅
」
を
児
童
一
人
ひ

と
り
が
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
「
古
い
醸
造
文
化
の
薫
る
町
、

心
豊
か
に
安
心
し
て
元
気
に
暮
せ
る
町
」

を
目
指
し
て
、
１
２
０
周
年
を
機
に
、
さ

ら
に
町
民
の
皆
さ
ま
が
参
画
し
て
の
町
づ

く
り
に
御
尽
力
た
ま
わ
ら
ん
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

町
制
施
行
１
２
０
周
年
を
迎
え
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
お
喜
び
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
湯
浅
町
は
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
観
光
資
源
を
活
用
し
地
域
の
特

色
を
活
か
し
、
住
民
が
中
心
と
な
る
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２
０
周
年
を
迎
え
た
こ
と
に
よ
り
、

湯
浅
町
の
魅
力
や
特
性
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
、
知
名
度
向
上
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う

議
会
と
し
て
も
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
起
き
る
で
あ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
に
対
応
で
き
る
災
害
に
強
く
、
人
を
大

切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
力
を
合

わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

私
た
ち
議
員
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て

の
自
覚
を
新
た
に
し
て
、町
の
活
性
化
と
、

今
ま
で
以
上
に
暮
ら
し
や
す
く
魅
力
あ
ふ

れ
る
町
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

皆
さ
ま
が
湯
浅
町
に
生
ま
れ
た
こ
と
、

住
ん
で
い
る
こ
と
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
農
業
・
漁
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
、
人
口
減
少
に
対
応
し
た
定
住
対

策
な
ど
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
協
働
し
て
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
お
祝
い
の

言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

湯
浅
町
教
育
委
員
会
教
育
長

垣 

内 　

 

貞

湯
浅
町
議
会
議
長松 

本 

典 

久
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１
８
８
９
年
〜
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
明
治
22
年

現
在
の
大
字
湯
浅
・
別
所
・
青
木
・
山
田
で
湯
浅
村
を
編
成
、

現
在
の
大
字
田
・
栖
原
・
吉
川
で
田
栖
川
村
を
編
成

●
明
治
27
年

日
清
戦
争
が
起
こ
る

●
明
治
29
年
６
月

和
歌
山
、
田
辺
、
新
宮
等
に
次
い
で
、県
内
で
も
比
較
的
早
く

湯
浅
村
が
町
制
を
施
行

●
明
治
37
年　

日
露
戦
争
が
起
こ
る

●
明
治
44
年
２
月

そ
れ
ま
で
深
専
寺
境
内
に
あ
っ
た
有
田
郡
役
所
が
移
転
新
設

●
大
正
４
年
５
月

湯
浅
海
岸
駅
か
ら
金
屋
口
駅
ま
で（
６
駅
）
有
田
鉄
道
開
業

●
昭
和
２
年
８
月

国
鉄
紀
勢
線
紀
伊
湯
浅
駅
開
業

●
昭
和
８
年
５
月

私
立
湯
浅
幼
稚
園
が
開
園
、当
時
の
園
児
１
３
０
名

●
昭
和
９
年
９
月

室
戸
台
風
来
襲
、
高
波
に
よ
る
船
舶
の
被
害
甚
大

●
昭
和
11
年
７
月

町
民
待
望
の
湯
浅
小
学
校
講
堂
完
成　

全
学
童
の
１
銭
預
金
実
る

●
昭
和
16
年

太
平
洋
戦
争
起
こ
る

●
昭
和
20
年

終
戦

１
９
４
６
年
〜
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
昭
和
21
年
12
月

西
南
海
大
地
震
発
生
、
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
が
甚
大

●
昭
和
28
年
７
月

空
前
の
豪
雨
、広
川
氾
濫
に
よ
り
、島
之
内
、仲
ヶ
原
を
は
じ
め

町
内
各
所
で
浸
水
被
害
が
甚
大

《湯浅町》120年の歩み
有田鉄道　湯浅駅近代湯浅町全景

大正時代湯浅小学校

湯浅小学校講堂

有田郡議事堂 室戸台風被害（湯浅の浜）
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１
９
５
６
年
〜
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
昭
和
31
年
３
月　

湯
浅
町
と
田
栖
川
村
が
合
併
、現
在
の
湯
浅
町
誕
生

●
昭
和
35
年
３
月

新
国
道
顯
國
神
社
の
東
〜
広
川
町
２
，２
０
０
ｍ
開
通

●
昭
和
36
年
６
月

郡
役
所
跡
に
新
庁
舎
完
成
、
中
町
の
庁
舎
か
ら
移
転

●
昭
和
39
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
昭
和
40
年

湯
浅
湾
の
北
浜
を
埋
立
て
る（
７
月
）

学
校
給
食
始
ま
る（
９
月
）

●
昭
和
52
年
４
月

南
浜
埋
立
て
完
成
、
大
相
撲
開
催

●
昭
和
59
年

有
料
道
路
海
南
湯
浅
道
路
開
通

１
９
９
６
年
〜
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
平
成
８
年

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
設（
６
月
）

湯
浅
中
学
校
屋
内
運
動
場
竣
工（
９
月
）

●
平
成
18
年
12
月

醤
油
醸
造
の
町
並
み
が
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
る

●
平
成
23
年
３
月

湯
浅
小
、湯
浅
中
校
舎
建
替
え
、田
村
小
、田
栖
川
小
、山
田
小
の

校
舎
耐
震
補
強

●
平
成
26
年
７
月　

新
田
坂
ト
ン
ネ
ル
完
成

●
平
成
27
年
５
月

役
場
庁
舎
建
替
え
・
移
転

●
平
成
27
年
９
月

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
御
来
庁

２
０
１
６
年
〜
 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

●
平
成
28
年

湯
浅
町
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
国
の
認
定
を
受
け
る

地域福祉センター

たくさんの人で賑わう伝統的建造物群保存地区紀の国わかやま国体

湯浅町歴史的風致維持向上
計画が国の認定を受ける▶

埋立て前の湯浅の浜。町民の心の憩いの場であった
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１
３
９
名
の
個
人
・

９
つ
の
団
体
に
功
労

者
表
彰
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。表
彰
者
を
代
表
し
て
、

高
校
１
年
生
の
木
村
空
さ
ん
が

謝
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
長
島
町
副
町
長
井い
の

上う
え

貴た
か

至し

氏
に

よ
る
特
別
講
演
『
地
域
づ
く
り
は
楽
し
い
』、

そ
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
『
こ
れ

か
ら
の
湯
浅
町
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
井
上
副
町
長

が
実
践
す
る
前
例
の
な
い
地
域
づ
く
り
の
講
演
、
そ

し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
行
政
と
住
民

代
表
に
よ
る
本
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
来
場
者
の
皆
さ

ん
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

６月 18 日（土）役場３階なぎホールにおいて、町制施行
１２０周年記念式典を開催しました。
約２５０名の方にご来場いただき、たくさんの町民のみなさん
とともに、本町の大きな節目を盛大に祝うことができました。

第１部

第２部

湯浅町制施行１２０周年
記念式典を開催しました！

▲ 148 の個人・団体の皆さんに功労者表彰が
授与されました 

▲受賞者代表　木村空さんによる謝辞

『
出
張
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
湯
浅
』

の
放
送
日
が
決
定
し
ま
し
た
！

◆
７
月
12
日
（
火
）
20
時
54
分

　

テ
レ
ビ
和
歌
山
（
予
定
）

※
諸
般
の
事
情
に
よ
り
番
組
が
予
告
な

く
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◀
湯
浅
中
学
校
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
『
ふ
る
さ
と
』
の
合
唱

▶
餅
ま
き
も
行
わ
れ
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た

▶
桜
の
記
念
植
樹
が
行
わ

れ
ま
し
た

▲オープニングは耐久高校マンドリン部の皆
さんによる演奏

▲鹿児島県長島町井上副町
長による特別講演。
　アジ君、サバ君も登場！

▲たくさんの方に来場いただきました

パネルディスカッション
の様子。右から、大和杉 
新さん（住民代表）、木
下智之さん（湯浅伝建地
区保存協議会会長）、井
上副町長、上山町長、松
本議長、垣内教育長

▶
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1986 年３月 15日・16日、湯浅町と米国ミネソタ州ケンブ
リッジ市、ブラハム市間で姉妹都市提携の調印が行われ、本
年で 30周年を迎えました。多くの方に支えられてきたこの
30年間を振り返ります。

ケンブリッジ高校による町長表敬訪問
広報ゆあさ（1985年８月号）より

米国・ケンブリッジ市＆ブラハム市
と姉妹都市提携　　　　　周年

◆耐久高校の交換留学生が生みの親
　湯浅町とケンブリッジ市、ブラハム市が姉妹都市関係を結ぶき
っかけとなったのは、耐久高校とケンブリッジ高校、ブラハム高
校が姉妹校で、毎年相互に交換留学を行い、学校レベルでの交流
が行われてきたことでした。

◆調印式に二百数十名。姉妹都市誕生！
　姉妹都市調印式は、米国ケンブリッジ市・ブラハム市の両
市で行われ、湯浅町からは、寺西町長代理太田助役を含む代
表団６名、耐久高校 26 名（内教師２名）が参加しました。
調印式の会場となったケンブリッジ高校、ブラハム高校では
２百数十名もの市民の方々が集まり、大勢の市民の方が見守
る中で調印式が行われました。

交
流
の
様
子

広
報
ゆ
あ
さ

（
１
９
９
９
年
11
月
号
）
よ
り

◆交流が続いています
　調印式以降、ケンブリッジ
市・ブラハム市との交流は、
双方の住民が主体となって行
われ、湯浅町では湯浅国際文
化交流協会の皆さんのご尽力
により、これまでの国際交流
の歴史が紡がれてきました。

調印式の様子とイラスト
広報ゆあさ（1986年 4･5 月合併号）より

垣内教育長による講演◆姉妹都市提携30周年記念シンポジウムを開催しました！
　6月 17日（金）、ケンブリッジ市・ブラハム市との姉妹都市提携
30周年を記念して、シンポジウム等を開催しました。シンポジウ
ムでは、垣内教育長による記念講演が行われました。本町における
国際交流の推進について、教育長ならではの切り口で、耐久高校が
行っている交流や、ケンブリッジ市での交流の様子が、たくさんの
映像とともに語られ、来場者の皆さんは、草の根で続いてきた国際
交流の大きな軌跡の講演に、興味深く聞き入っていました。

7 平成28年7月



選挙管理委員会からお知らせ
お問い合せ▶湯浅町選挙管理委員会 ☎ 64-1108

期日前投票

●参議院議員通常選挙の投票の流れ
参議院選挙は和歌山県全域を一つの選挙区とした
「選挙区選挙」と、全国を単位とした「比例代表
選挙」があります。
今回の選挙は「選挙区」と「比例代表」それぞれ
に投票することになります。
○投票の順序
選挙区選挙の投票を先に行い、次に比例代表選
挙の投票を行います。
○選挙区選挙の投票
選挙区選挙では、当選させたい候補者名をうす
黄色の投票用紙に記載して投票してください。
○比例代表選挙の投票
比例代表選挙では、政党名または当選させたい
候補者名のいずれかを白色の投票用紙に記載し
て投票してください。

●栖原区の投票所が変更になります。
今回の選挙より、栖原区の投票所が栖原公民
館から変更になります。
場所：夢おれんじ（元栖原保育所）
住所：湯浅町栖原１０５８番地１

お間違えのないようにお願いします。

「さあ行こう！ 明日につながる この一票」

時間：7時00分～19時00分

時間：8時30分～20時 00分
場所：湯浅町役場１階　多目的室

運行バス無料往復乗車券（湯浅駅⇔役場庁舎）を駅前多
目的広場窓口で発行しています。ぜひご利用ください。
（乗車券交付の際は必ず入場券の提示をお願いします。）

開始時刻：20時00分より
場所：湯浅町役場 ３階 なぎホール

　投　票　日　

　開　票　日　

６月23日木～７月９日土

７月10日日

７月10日日

第24回第24回
参議院議員参議院議員
通常選挙通常選挙

8平成28年7月



区　名 氏　名 区　名 氏　名 区　名 氏　名 区　名 氏　名
港 中井　賢次 道 町 中 藤本　栄一 野 下 阪口　佳希 青 木 金丸サキ子

新 屋 敷 山中　善充 道 町 南 藤本　祐三 出 水 西田　 夫 山 田 大谷　育生
北 浜 町 井戸端秀樹 大宮通１ 生駒　　進 本 町 山下　克己 田 岡田　恵介
南 浜 町 佐藤　栄記 大宮通２ 牛居　嗣富 南 栄 川野　益弘 栖 原 前田　一守
北 中 町 須井　康文 大宮通３ 有本　惠子 中 川 原 木村　秀人 吉 川 岡本　俊明
中 々 町 前　　典明 大宮通４ 田端　仁志 島 の 内 川端　桂子 横 田 上垣内　修
南 中 町 崎山　主税 東 大 宮 廣田　　勉 中 之 島 吉野　壽高 方 津 戸 田村　　隼
北鍛冶町 竹田　勝一 北 道 松谷　𠮷高 北 栄 １ 横貫力寿成 方津戸団地 亀井　時夫
南鍛冶町 松野　秀子 宮 西 竹中　　寛 北 栄 ２ 遠藤　静二 青 木 団 地 柳本千賀子
御 蔵 町 平林　伸彦 西 南 道 𠮷原　始己 北 栄 ３ 上山　正宏 な ぎ 深野　英昭
北 町 加納　芳明 東南道１ 田中　康仁 横 浜 西田　郁平 な ぎ 団 地 殿村　久伸
道 町 北 白井　清德 東南道２ 湯森　昭人 別 所 部矢　昌宏  ※　敬称略

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
は
、水
田
・
畑
作
・
野
菜
・

果
樹
等
の
産
地
が
平
地
、
中
山
間
地
域
な
ど
、
地
域

の
営
農
戦
略
と
し
て
定
め
ら
れ
た
「
産
地
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
計
画
」
に
基
づ
き
、
意
欲
の
あ
る
農
業
者
等

が
高
収
益
な
作
物
・
栽
培
体
系
へ
転
換
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事
業
で
す
。

①
取
組
主
体　

農
業
者
、
農
業
者
の
組
織
す
る
団
体
等

※
取
組
主
体
が
事
業
計
画
書
を
作
成
し
、
地
域
再
生

協
議
会
（
湯
浅
町
）
が
提
出
さ
れ
た
事
業
計
画
書
を

取
り
ま
と
め
、
作
物
別
に
「
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

③　

基
本
的
な
要
件

【
１
】
計
画
に
定
め
ら
れ
た
取
組
等
が
、
次
の
全
て

に
該
当
す
る
こ
と

（
１
）
次
の
い
ず
れ
か
の
取
組
み
に
よ
る
収
益
性
の

向
上
の
効
果
に
係
る
成
果
目
標
を
設
定
し
て
お
り
、

実
現
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

①
生
産
コ
ス
ト
又
は
集
出
荷
・
加
工
コ
ス
ト
の
10
％

以
上
の
削
減

②
販
売
額
の
10
％
以
上
の
増
加

③
契
約
栽
培
の
割
合
の
10
％
以
上
の
増
加
か
つ
50
％

以
上
と
す
る
こ
と

（
２
）
本
事
業
の
実
施
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
収
益

性
の
向
上
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

（
３
）
中
心
的
な
経
営
体
又
は
団
体
の
取
り
組
み
は
、

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
計
画
の
目
的
の
実
現
の
た
め
に

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
将
来
に
わ
た
り
、
経

営
が
安
定
的
に
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
。

（
４
）
後
継
者
が
確
保
さ
れ
て
い
る
等
、
事
業
の
継

続
性
が
担
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

【
２
】
取
組
面
積
が
10
h
a
以
上
あ
る
こ
と

【
３
】
そ
の
他
、
実
施
す
る
事
業
の
内
容
に
よ
っ
て

上
限
事
業
費
、
施
設
面
積
、
耐
用
年
数
な
ど
の
定
め

が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
担
当
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
は

産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
と
は

②　事業内容および補助率

事業内容 補助率 事業対象

整備事業 1/2
以内 集出荷貯蔵施設等の施設整備

生産支援
事業

1/2
以内

①リース方式による農業機械の導入
耕耘・整地用機械、施肥用機械、防除・
管理用機械、省エネ・低コストに資
する農業機械・設備など

②生産資材の導入
高収益作物・栽培体系への転換の際
に必要な資材例 )果樹棚、パイプハ
ウス、高機能な被覆資材等の購入に
要する経費

区長さんを紹介します区長さんを紹介します

産地パワーアップ事業について
お問い合せ▶産業観光課産業係 ☎ 64-1128
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平成 28年度臨時福祉給付金
障害・遺族年金受給者向け給付金について

お問い合わせ▼
健康福祉課福祉係
☎64－1120

臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

臨
時
福
祉
給
付
金
は
、
平
成
26
年
４

月
の
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
影
響
を

緩
和
す
る
た
め
、
所
得
の
少
な
い
方
に

対
し
て
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

●
町
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方

※
市
町
村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
・
生
活
保
護

の
被
保
護
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
支
給
額

●
３
，０
０
０
円（
対
象
者
１
人
に
つ
き
）

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
に
つ
い
て

障
害
・
遺
族
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び

に
く
い
所
得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
の

方
へ
の
支
援
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
支
給
対
象
者

・
町
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方

・
平
成
28
年
５
月
分
障
害
基
礎
年
金
、

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
が
あ
る
方

※
市
町
村
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
る
方
の
扶
養
親
族
・
生
活
保
護

の
被
保
護
者
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
平
成
28

年
５
月
２
日
申
請
開
始
の
３
万
円
）

の
支
給
を
受
け
た
方
は
、
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の
給
付
金

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◆
支
給
額

●
３
０
，０
０
０
円（
対
象
者
１
人
に
つ
き
）

共　

通　

事　

項

◆
基
準
日

平
成
28
年
１
月
１
日

◆
申
込
方
法

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に

は
、
７
月
末
に
申
請
書
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

◆
申
込
先

健
康
福
祉
課　

福
祉
係

◆
申
込
期
間

８
月
１
日
（
月
）
〜
11
月
２
日
（
水
）

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

※
受
付
開
始
当
初
は
、
問
合
わ
せ
等
に

よ
り
窓
口
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
ま
す
。
時
間
が
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る

摘
出
術
を
選
択
し
ま
し
た
。
初
期
の
ガ

ン
だ
っ
た
た
め
経
過
も
良
好
に
推
移
し

て
い
ま
す
。
ガ
ン
は
放
っ
て
お
け
ば
良
い

と
か
と
い
う
本
も
良
く
売
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
50
歳
以
上
の
町

民
の
皆
様
は
で
き
る
だ
け
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
こ
の
検
査
は
決

し
て
恐
ろ
し
い
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
湯
浅
町
の
65
歳
男
性
）

次
回
の
集
団
健
診
は
・
・
・

９
月
25
日
（
日
）
総
合
セ
ン
タ
ー

11
月
13
日
（
日
）
役
場
庁
舎

両
日
と
も
、
午
前
８
〜
10
時
受
付

内
容
は
、
前
立
腺
ガ
ン
検
診
の
他
に

胃
・
大
腸
・
肺
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

特
定
健
診
も
同
時
実
施
で
す
。

申
し
込
み
は
、
住
民
環
境
課
国
保
年
金

係　

☎
６
４
・
１
１
０
２　

ま
で

湯
浅
町
の
保
健
行
政
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
の
数
年
、
新
聞
・
週
刊
誌
等

で
日
本
に
お
い
て
前
立
腺
ガ
ン
が
中
高

年
に
増
え
て
い
る
と
知
り
、
関
心
を
よ

せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
そ
の
前
立
腺
ガ
ン
の
検
査
は
少

量
の
血
液
で
調
べ
ら
れ
、
精
度
の
高
い
も

の
と
知
っ
て
お
り
ま
し
た
の
で
機
会
が

あ
れ
ば
受
け
る
つ
も
り
で
い
た
と
こ
ろ
、

２
年
前
の
湯
浅
町
の
無
料
ガ
ン
検
診
に

前
立
腺
ガ
ン
の
検
査
項
目
が
入
っ
て
い

る
の
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
受
け
ま
し
た
。

初
回
は
何
と
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

次
年
度
基
準
値
を
少
し
超
え
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
健
康
福
祉
課
の
ほ
う
か
ら
呼

び
出
し
の
連
絡
が
入
り
、
専
門
医
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
一
度
診
察
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
受

診
し
た
と
こ
ろ
、
初
期
の
前
立
腺
ガ
ン

が
み
つ
か
り
ま
し
た
。
幸
い
初
期
だ
っ

た
の
で
、
い
ろ
ん
な
治
療
の
選
択
肢
が

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

〜
町
民
の
方
か
ら
の
お
便
り
か
ら
〜

今
年
も
が
ん
検
診
・
特
定
健
診
（
集
団
）
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康

を
確
認
す
る
た
め
に
ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

先
日
、
役
場
に
次
の
よ
う
な
お
便
り
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

No.
201

保
健
師
メ
ッ
セ
ー
ジ
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各種医療費の助成制度について
お問い合わせ▶住民環境課国保年金係　☎64－1102

◆該当される方は、７月中に住民環境課国保年
金係で申請をしてください。

◆現在受給資格をお持ちの方には、７月中旬に
申請の案内を送付させていただきます。

●重度心身障害児（者）医療費助成制度
重度心身障害児（者）の保健の向上に寄与し、

福祉の増進を図るため医療費の助成を行ってい
ます。所得制限があります。

身体障害者手帳
1級・2級

特別児童扶養手当 1級・
療育手帳Ａ

身体障害者
手帳 3級

入　院 ○ ○

入院外 ○

※平成１８年８月１日より和歌山県重度心身障
害児（者）医療費の制度改正により、６５歳
以上で新たに重度心身障害者になられた方は、
重度心身障害児（者）医療費制度を受けられ
なくなりました。

●ひとり親家庭医療費助成制度
ひとり親家庭の保健の向上に寄与し、福祉の

増進を図るため、父また母及び児童に対し医療
費の助成を行っています。所得制限があります。

●乳幼児医療費・子ども医療費助成制度
子育てに伴う保護者の経済的負担の軽減を図

り、少子化対策、乳幼児・子どもの健全育成のため、
医療費の助成を中学校卒業の３月末日まで行って
います。所得制限はありませんが、就学前の乳幼
児の保護者のみ所得の確認をしています。

●老人医療費助成制度
６７～６９歳の方の医療費について自己負担
額の割合を３割から２割に減額できる助成制度
で、次の①～⑤すべての条件に当てはまる方が
対象となります。
①あなたとあなたの世帯全員が町民税を課され
ていないとき（住民税非課税世帯）
※同じ世帯に所得の申告をしていない方がいる
場合、課税世帯扱いになります。
②あなたとあなたの世帯全員の前年 1年間の収
入の合計金額が次の基準以下であるとき。

１人世帯（単身） １００万円

２人世帯 １４０万円

３人世帯 １８０万円

※以下、１人増えるごとに４０万円加算。
※収入の中には、遺族年金・遺族恩給・障害年
金・老齢福祉年金・雇用保険・福祉給付金など、
あらゆる収入が含まれます。
③あなたとあなたの世帯全員の金融資産が、次
の基準額以内であるとき。
・あなたの預貯金、国債、株式などの有価証
券の合計額が３５０万円まで。
・世帯全員で所有する預貯金、国債、株式な
どの有価証券の合計額が３５０万円×世帯
人数まで。

④あなたとあなたの世帯全員が活用できる資産
を所有していないとき。
・今現在住んでいる土地家屋は除き、活用で
きる不動産等の資産を所有していない。

⑤あなたがあなたの世帯以外の世帯に属する方
から扶養をうけていないとき。
・所得税、町県民税の扶養親族となっていない。
・健康保険などの医療保険の被扶養者となっ
ていない。

詳しくは、上記お問合せ先まで

11 平成28年7月



自
分
で
細
か
く
裁
断
す
る
な
ど

し
て
、
住
所
・
氏
名
な
ど
が
他

人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
十
分
ご

注
意
の
う
え
、
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
28
年
度
住
民
税
の
課

税
所
得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。（
住
民
税

の
課
税
所
得
が
145
万
円
以
上

の
被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
方

は
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
３

割
と
な
り
ま
す
）。

（
例
）
今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方

が
３
割
負
担
に
変
更
と
な
る
場

合
「
３
割
（
平
成
28
年
７
月
31

日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ

れ
ま
す
。

②
保
険
料
率
等
改
定
に
つ
い
て

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
平
成
28
・
29
年
度
の
保

険
料
率
等
が
決
定
し
ま
し
た
。

◆
保
険
料
の
計
算
方
法

①
保
険
証
に
つ
い
て

◆
新
し
い
保
険
証
は
『
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
』

７
月
31
日
の
有
効
期
限
満
了

に
伴
い
被
保
険
者
証
（
以
下
、

「
保
険
証
」。）
が
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
『
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
』
で
す
。
７
月
初

旬
頃
か
ら
郵
送
（
簡
易
書
留
）

す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す
い

オ
レ
ン
ジ
色
』
の
保
険
証
は
、

７
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

そ
れ
が
届
く
ま
で
は
現
在
お

持
ち
の
保
険
証
「
み
ず
色
」
を

ご
使
用
く
だ
さ
い
。「
み
ず
色
」

の
保
険
証
は
８
月
１
日
以
降
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

新
し
い
保
険
証
『
う
す
い
オ

レ
ン
ジ
色
』
が
お
手
元
に
届
き

次
第
、
現
在
お
使
い
の
「
み
ず

色
」
の
保
険
証
は
、
右
記
問
合

せ
先
に
返
却
い
た
だ
く
か
、
ご

保
険
料
は
、
等
し
く
負
担
し

て
い
た
だ
く
均
等
割
額
と
、
所

得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得
割
額

の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。

◆
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

所
得
の
少
な
い
方
な
ど
に
は

今
ま
で
ど
お
り
軽
減
制
度
が
あ

り
、さ
ら
に
均
等
割
額
の
５
割
・

２
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ

ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
４
月
１

日
現
在
の
ご
本
人
と
世
帯
員
の
課
税
状

況
な
ど
か
ら
保
険
料
を
決
定
し
、
７
月

中
旬
に
平
成
28
年
度
介
護
保
険
料
決
定

通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

と
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
）

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。
年
金
の
受
給
額

や
年
金
の
種
類
に
よ
り
決
ま
る
た
め
、

ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
特
別
徴
収
の
方
は
、
今
年
度
の
保
険

料
は
７
月
に
決
定
さ
れ
る
た
め
、
平
成

28
年
２
月
納
付
額
と
同
額
の
保
険
料
が

４
・
６
月
に
差
し
引
か
れ
、
残
り
の
保
険

料
は
、
８
・
10
・
12
・
翌
年
２
月
の
各

月
に
振
り
分
け
て
差
し
引
か
れ
ま
す
。

◆
普
通
徴
収
の
方
は
、
４
〜
６
月
に
は

保
険
料
の
納
付
が
な
く
、
７
月
〜
12
月

の
毎
月
で
、
一
年
分
を
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
の
第
１
期
の
納
付
期

限
は
８
月
１
日
（
月
）
で
す
。
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
く
、
安
心
・

便
利
な
口
座
振
替
で
の
納
付
が
お
す
す

め
で
す
。
お
申
し
込
み
は
金
融
機
関
の

窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

 

※
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と
…   

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
督
促
が
行
わ
れ

ま
す
。（
督
促
手
数
料
が
加
算
さ
れ
ま

す
）
そ
れ
で
も
納
め
な
い
場
合
は
、
次

の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

◆
１
年
以
上
の
滞
納
は
…

利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
が

い
っ
た
ん
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。
申

請
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
と
、
後
に
保
険

給
付
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
１
年
６
か
月
以
上
の
滞
納
は
…

保
険
給
付
が
一
時
的
に
差
し
止
め
ら

れ
ま
す
。

◆
２
年
以
上
の
滞
納
は
…

未
納
期
間
に
応
じ
、
利
用
者
負
担
が

３
割
に
な
っ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
な
ど
の
支
給
が
う
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
す
べ
て
の
被
保
険
者

に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
る
助
け

合
い
の
し
く
み
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
み
な
さ
ん
へ

お
問
い
合
わ
せ
▼
住
民
環
境
課
国
保
年
金
係　

☎
６
４
・
１
１
０
２

お
問
い
合
わ
せ
▼
健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
６
４
・
１
１
２
０

年度 均等割額
（年間） 所得割率 上限保険料額

（年間）

H28・H29 44,177 円 8.93% 57 万円

H26・H27
（参考 ) 44,730 円 8.55% 57 万円
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広告 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています

国民年金は、未納の状態が続くと、将来の年金受
給額が減額されるだけでなく、年金を受ける権利を
得られなかったり、万が一の障がいや死亡による給
付を受けられなくなったりする恐れがあります。
国民年金保険料は、月額16,260円（平成28年度）
です。国民年金制度には、この保険料の納付が困難
な方のために、保険料申請免除の仕組みがあります。
◆申請は毎年必要です
保険料申請免除は、前年中（１月～６月は前々年
中）の本人・配偶者・世帯主それぞれの所得状況に
応じて、全額免除または一部免除（50 歳未満は納
付猶予も）が承認されます。
申請は、毎年（７月以降に）必要となります。た
だし、前年度以前に継続申請で承認されている場合
は必要ありません。

 ※失業特例制度について　　　　
免除申請を行う年度または前年度中に仕事を退職

した場合、免除判定に使用する退職した方の所得を
「０」とする特例が利用できます。その際、雇用保険
離職票または受給資格者証の確認が必要となります。
 ※継続申請とは　　　　　　　　
失業特例制度を利用せずに全額免除（50 歳未満

は納付猶予も）が承認される方は、希望すれば翌年
度以降の申請を自動で継続することができます。
 ※一部免除が承認される方へ　　
申請免除の仕組みには、一部免除（４分の３免除・
半額免除・４分の１免除）があります。この一部免
除は、免除されていない残りの部分を納付しなけれ
ば、未納期間という扱いとなりますので、承認後に
送付される納付書にて納付するようお願いします。

国民年金保険料の申請免除について
お問い合わせ▶和歌山西年金事務所国民年金課　☎073-447-1688

▶役場住民環境課国保年金係　　　☎64-1102

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料のお知らせ
平成２８年度国民健康保険税・後期高齢者医療保険料の普通
徴収の納付が始まります。
第１期の納付期限は８月１日（月）です。納め忘れのないよ
うにお願いいたします。
※納め忘れの心配がなく、安心・便利な口座振替での納付が
おすすめです。お申し込みは金融機関の窓口でお願いいた
します。
保険税（料）を納めないでいると、納めていない期間に応じ
た措置が原則としてとられます。
特別な事情により保険税（料）を納めることができない場合
は、納付のご相談をしていただくようお願いいたします。
 お問い合わせ・納付のご相談 
国民健康保険税▶税務課  ☎ 64-1106
後期高齢者医療保険料▶住民環境課国保年金係  ☎ 64-1102

偶数月の第１水曜日は出張年金相談の日

●次回の出張年金相談（要予約）
　日時　８月３日（水）10 時～ 16 時
　　　　（最終受付は 15 時）
　場所　役場１階　相談室３
●予約電話番号
　０７３－４４７－１６６０
　（和歌山西年金事務所 お客様相談室）

13 平成28年7月



湯浅小学校、田村小学校、山田小学校の４年生
の生徒たちがパッカー車の仕組みや、湯浅町のご
みについて学習しました。自分たちの出したごみ
の行き先や分別する意味などを知ることができ、
みなさんたいへん熱心に学習していました。

６月１日、子どもたちに地域の漁業への関
心を高めてもらうため、有田地区漁業青年
協議会によるヒラメ稚魚放流体験が行われ、
田村小学校全児童と田栖川小学校５年生児
童が、それぞれ参加しました。協議会の方た
ちが育てたヒラメの稚魚に、子どもたちは興
味津々。放流の後は、子どもたちから協議会
の方にたくさんの質問が行われるなど、活気
にあふれた授業となりました。

ヒラメ稚魚の放流体験が行われました

パッカー車見学授業
を行いました

５月29日（土）、役場なぎホールで、新緑薫るコ
ンサートが開催され大勢のお客さまにご来場いた
だきました。
我
わ ら っ て い

楽亭ハリトさんによる落語があり、また弦楽４
重奏＆ソプラノ歌手有田輝子さんによる童謡歌や
有名曲の美しい声と音色に、来場されたお客さま
は心から楽しまれていました。

① 弦楽４重奏＆ソプラノ歌手有田輝子さん
② 我楽亭ハリトさんの落語
③ たくさんのお客様が来場されました

① 稚魚を放流する田村小学校児童（田村漁港）
② 同じく田栖川小学校児童（栖原海岸）
③ 有田地区漁業青年協議会のみなさん

① パッカー車の仕組みを間近で体験しました
② 説明を聞く児童たち
③ お礼の手紙もいただきました

新緑薫るコンサートが
開催されました

❶

❶

❶

❷

❷

❷

❸

❸

❸
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① 熱戦がくりひろげられた各種競技
② 入場行進中の３年生。最後の体育祭！
③ ラジオ体操する全校生徒

① 教育長に義援金を手渡しする田栖川小学校児童会役員のみなさん
② 湯浅中学校生徒会役員のみなさんと、義援金をお預かりした上山町長、垣内教育長

田栖川小学校児童会、湯浅中学校生徒会のみ
なさんが、それぞれ学校で集めた義援金を届けに
来てくれました。両学校では、募金の受付期間中、
児童会・生徒会役員が毎朝募金箱を持って玄関に
立ち、募金を呼びかけ、田栖川小学校では20,977
円、湯浅中学校では35,473円の募金が集まりま
した。皆さんから託された義援金は、和歌山県を
通して、熊本県へ届けられます。

５月28日（土）、中学校で体育祭が行
われました。今年のスローガンは、「かが
やけ青春！！ つなごう317のStory～伝
統の嵐よ吹き荒れろ～」。
整然とした入場行進は力強く、また、
各競技では熱戦が繰り広げられました。

湯浅中学校体育祭が行われました！

昨年、大変好評で、「もう一度聞きたい！」「昨年聞け
なかったので、一度聞いてみたい！」という声が多かった
ため、今年も熊丸先生の講演会を開催します！！　前回、
聞きのがした方もこの機会に“笑い”と“感動”の熊丸
先生のマシンガントークを是非どうぞ。

※一時保育有(満1歳～就学前まで)
必要な方は７月１５日(金)まで下記へお申し込み下さい。

【お問合せ】健康福祉課児童係  ☎６４－１１２０

昨年の感想紹介

泣いて笑って、とても楽
しい時間を過ごすことがで
きました。育児についての
悩みも目からウロコがポロ
ポロ落ちる思いでした。
至らない自分がダメな母
親だと思う日もありました
が、これで当たり前なんだ、
順調なんだと思えて少し
気持ちが軽くなりました。こ
れからは自信を持ってイラ
イラしたいと思います（笑）

熊本地震義援金が
届けられました

あ
な
た
の
子
育
て
大
丈
夫
!

イ
ラ
イ
ラ
の
お
母
さ
ん
も

大
丈
夫
よ
!!

あ
の
感
動
を
も
う
一
度
！

◆日時　７月19日火19時30分～（受付19時～）
◆場所　役場３階　なぎホール
◆演題　「今を生きる子どもたちに伝えたい」

～親として　おとなとして　地域として～
◆講師　幼児教育研究家・子育てアドバイザー　

熊丸　みつ子　氏

［主催］ 湯浅町要保護児童対策地域協議会熊丸 みつ子先生、再び！子どもの人権・子育て講演会

❶

❶

❷

❷

❸

て
大
丈
夫
!

母
さ
ん
も

も
う
一
度
！
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お
問
合
わ
せ
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
３
・
１
１
１
１

お
問
合
わ
せ
▼
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
６
３
・
１
１
１
１

利用案内 ■開 館 時 間：平　　　日／ 9：30～19：00
　　　　　　　　土・日曜日／ 9：30～18：00
■休　館　日：月曜日、祝日、毎月月末の金曜日
■お問い合わせ：湯浅町立図書館　☎62‐2280

児童書一般書

図書館 来てみて！

新
着
図
書
の
ご
案
内

新
着
図
書
の
ご
案
内

『てるてるぼうずとふりふりぼうず』
せなけいこ／金の星社
雨が降ると嬉しい犬と、雨が嫌い
な猫。猫はてるてるぼうずを作りお
天気の歌を、犬はふりふりぼうずを作り雨の歌を歌い
ます。てるてるぼうずとふりふりぼうず、どっちが勝
つでしょう？（対象：０～５歳）

『超かんたん梅酒・梅干し・梅料理』
山口由美／創森社
ジッパー付きポリ袋を活用し、はじめ

てでも簡単に少量でも手軽にできる梅干
しのつくり方を伝授する。さらに定番の
梅酒、辛口梅酒、青梅ジュース、梅ジャム、
梅みそペースト、ドレッシングなどのつくり方も紹介。

『イナカ川柳』　文藝春秋
「猪は速い硬い止まらない」「チェーン
店どっちを向いてもチェーン店」…。世
界よ、これが日本だ！現代日本のイナカ
を笑いにくるんで詠む、『ＴＶ　Ｂｒｏ
ｓ．』の人気投稿コーナーを単行本化。

作り雨 歌を歌

『すごいぞ！オリンピックパラリンピックの大記録』
講談社
金メダルの記録、世界最速の記録、最高
得点の記録…。オリンピックとパラリン
ピック全７７大会の記録のすべてがわか
る！ウサイン・ボルト、北島康介など
４５２人のアスリートの記録とその裏にある感動ドラ
マを紹介する。（対象：小学５～６年生）

『牛姫の嫁入り』　大山淳子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
『難民調査官』　下村敦史／光文社
『Ｓｔ．ルーピーズ』　長沢樹／祥伝社
『金閣寺の首』　朝松健／河出書房新社　など

『わかってるもん』　ひろかわさえこ／ハッピーオウル社
『なんでもだっこ！』　スコット・キャンベル／評論社
『アランの歯はでっかいぞこわーいぞ』　ジャーヴィス／ＢＬ出版
『夜間中学へようこそ』　山本悦子／岩崎書店　など

＊おはなし会（こども向け） 次回は７／９（土）です！＊

７/１０（日）は、選挙の投票所となるため休館です。

湯
浅
町
民
プ
ー
ル
（
山
田
小
学
校
横
）

●
期　

間
平
成
28
年
７
月
21
日
（
木
）
〜

８
月
24
日
（
水
）

●
時　

間
平　

日
：
13
時
〜
15
時

土
日
祝
：
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

宝
栄
水
泳
プ
ー
ル

●
期　

間
平
成
28
年
７
月
21
日
（
木
）
〜

８
月
24
日
（
水
）

●
時　

間　

13
時
〜
15
時

※
８
月
13
日
（
土
）
〜
８
月
15
日
（
月
）

の
３
日
間
は
両
プ
ー
ル
と
も
休
み
で
す
。

※
荒
天
等
で
休
み
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〝
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
〞

●
日
時　

７
月
８
日
（
金
）
19
時
〜

●
場
所　

な
ぎ
ホ
ー
ル
【
役
場
３
階
】

プ

ロ

グ

ラ

ム

①
湯
浅
中
学
校
音
楽
部
演
奏

②
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

③
家
庭
教
育
講
演
会

講
師　

湯
浅
町
教
育
長　

垣
内　

貞

演
題　
「
家
庭
教
育
の
底
に
あ
る
も
の
」

　

本
年
も
左
記
の
と
お
り
プ
ー
ル
を
開

放
し
ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
暑
さ
を

吹
き
飛
ば
し
、
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

●
入
場
料
：
２
０
０
円

　
　
　
　
　

（
中
学
生
以
下
無
料
）

●
更
衣
室
の
ロ
ッ
カ
ー
は
施
錠
出
来
ま

せ
ん
の
で
、
貴
重
品
は
持
参
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

プ
ー
ル
を
開
放
し
ま
す

湯
浅
町
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
式

家
庭
教
育
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る
運
動

７
月
１
日
（
金
）
〜
８
月
31
日
（
水
）

子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
・
正
し
く
・
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

〝
見
守
り　

声
か
け　

助
け
合
い
を
〞

和
歌
山
県
青
少
年
総
合
対
策
本
部

湯
浅
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
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避難情報の種類 拘束力 内容及び状況 とるべき行動

避難準備情報 弱

避難勧告に先がけて出す情報
で、今後、避難勧告の発令さ
れる可能性が高いとして、避
難の準備を促すとともに、高
齢の方や障がいのある方など
に避難の開始を呼びかけます。

・いつでも避難できるよう準備
を始めてください。
・避難行動に時間を要する方
は避難行動を開始してくださ
い。

避 難 勧 告 中
災害発生の恐れがある場合に
出すもので、居住者の立ち退
きを勧め促します。

・身の安全を確保し、家族、近
所で助け合いながら避難して
ください。

避 難 指 示 強

災害発生の危険が切迫してい
る又は、災害が発生した場合
に出すもので、居住者の立ち
退きを強く求めるもの。

・直ちに避難してください。
・避難が困難な場合は、自宅の
２階や近くの高い頑丈な建物
に避難してください。

近年、全国各地で集中豪雨、台風等による
洪水、土砂災害が発生しています。
湯浅町においても、昨年７月の台風１１号
による大雨の影響で浸水被害等が町内各所で
発生しました。
このように集中豪雨や台風襲来等による災
害の発生が予想される場合は、防災行政無線
やエリアメール等で「避難準備情報」等の避
難情報を発令します。

避難情報の発令にあたっては、山田川の水
位、雨量予測等を総合的に判断し、洪水・土
砂災害ハザードマップに記載している山田川
の氾濫想定、土砂災害危険箇所に基づき行い
ます。
町民の皆さまはすばやく避難できるよう、
日ごろからハザードマップの確認、備蓄品の
準備、避難所までの経路確認等を行ってくだ
さい。

湯浅町洪水・土砂災害ハザードマップ

※総務課で配布していますが、数に限りがあります。

避難情報の種類ととるべき行動

洪水洪水・・土砂災害土砂災害
に備えましょう！
お問合わせ▶総務課総務係　☎６４－１１０８

町ホーム
ページ

トップページ左側　「防災情報」 「防災関係」
「湯浅町ハザードマップ」 「洪水・土砂災害」
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HAPPY
Birthday!1st1st

６月６日（月）
１歳児健康相談
保健センターにて

平成２７年

５月生まれの

お子さんたち

１歳児健康相談の時に、お誕

生会を開きました。

保育所に通う５歳児さん手作

りのカバンと、町からの絵本と

お誕生カードをプレゼント！

今後の健やかな成長をお祈り

いたします。たしままますすす。。

10：00～
11：15

 参加無料

◆親子サロンへ遊びに来てね
（月～金曜日　 10：00～ 15：00）
場所…向島保育所２階
お問い合わせ…向島保育所（☎63-4153）
子育て支援センター（☎63-6066）

みんな一緒
に『すくす

くひろば』
へ

～地域子育
て支援セン

ター～

《“なかよしひろば”の日程》
●親子サロン室
７月７日（木）親子クッキング
・材料費 150円くらい　・準備物　エプロン・三角巾・お茶

７月28日（木）水あそび
８月４日（木）親子ヨガ

《“ひまわりひろば”の日程》
●ひまわり保育園
７月11日（月）水あそび
７月25日（月）感触遊び+プール（豆腐で遊ぼう）
８月８日（月）プールで遊ぼう 保育所のお友だちも楽しみに待っています

水分補給できるように
お茶をご用意ください

※内容は変更することもあります

◆電話・来訪相談ご利用ください
☎63-6066
（月～金曜日　 10：00～ 15：00）
受け付けています

）

●20日（水）

　吉川子育てサー
クル

　10：00～　吉
川公民館

　【水あそび】

●21日（木）

　ピンポンパン（田
子育てサークル）

　10：00～　田
区民センター

　【絵本の読み聞か
せ】

●22日（金）

　エンゼルちゃん（
湯浅子育てサークル）

　10：00～　い
きいきふれあい館

　【水あそび】

おいで
よ、

子育て
サーク

ルへ

7 月

《“すくすくひろば”の日程》
各園いろいろな“遊び”を用意して待っていますので楽しく遊びましょう。
●田 保 育 所　７月１日金 星に願いを…☆ ８月５日金 ちゃぷちゃぷ水あそび
●武者越保育所　７月５日火 みんなでお願いしようよ☆ ８月３日水 ちゃぷちゃぷ水あそび
●向島保育所　７月13日水 作ってあそぼう！
　※水遊び用のおもちゃを作りますので、着替え・タオルをご用意ください。
　　８月10日（水）大きなプールで遊ぼう♪

18平成28年7月



103.「レインツリーの国」上映会のお知らせ　　　　　　　　

　

◆4ヶ月児健診 7月22日（金）13：30～ 広
◆10ヶ月児健診 7月 8日（金）13：00～ 広
◆1 歳 児相談  
平成27年6月生まれ 7月11日（月）9：30～ 保
平成27年7月生まれ 8月 1日（月）9：30～ 保
◆1 歳 半健診  7月25日（月）13：00～ 保
◆乳幼児相談 第１・３水曜日
　　 7月 6日（水）　

９：00～11：30 保
　　 7月20日（水）　

 大人の健康相談 
◆健康相談　９：00～11：30
●毎週水曜日　役場１階保健センター　
●７月13日（水）　駅前多目的広場
●７月27日（水）
◆献血
●７月６日（水）エバグリーン湯浅店
　10時～12時・13時～16時30分
●７月25日（月）商工会館　
　10時～12時・13時～16時

 子どもの健診・健康相談  

保  役場１階保健センター　
広  広川町保健福祉センター

広報カレンダー2016年

７７月月

８８月月

〈July〉〈July〉

〈August〉〈August〉

日 曜 行事予定（時間・場所等）
6 水 ●カン類収集日

8 金 ●スポーツ表彰式・家庭教育講演会
　19：00～　役場３階なぎホール

10 日 ●第 24回参議院議員通常選挙
　7：00～ 19：00

12 火 ●消費者相談　駅前多目的広場
　13：00～

13 水 ●ビン類収集日
16 土 ●第 40回湯浅まつり　湯浅広港周辺

19 火
●子どもの人権・子育て講演会
　『今を生きる子どもたちに伝えたい』
　講師　熊丸みつ子
　19：30～　役場３階なぎホール

20 水
●カン類収集日
●行政相談駅前多目的広場　13：30～

23 水

●ゆあさサマーフェスタ 2016　14：00～
　役場３階なぎホール・南側駐車場
●湯浅湾おさかな市　15：00～
　栖原漁港　

27 水 ●ビン類収集日

31 火 ●人権啓発映画「レインツリーの国」上映会
　湯浅町総合センター　19：00～

日 曜 行事予定（時間・場所等）
1 月 ●固定資産税第２期納付期限

あなたも私もみんなステキ
～ともに考えましょうみんなの人権～

ベストセラー作家・有川浩の人気小説を、「Kis-My-Ft2」の玉森裕太
の映画初主演で映画化。モデル・女優として活躍し実写映画初出演の
西内まりや。ブログのメールで繋がった二人のまっすぐな ｢想い｣ と
｢言葉｣ が紡ぐ、胸が高鳴る作品です。

人権尊重委員会人権尊重委員会
人権推進室人権推進室
☎☎６４６４－－１１２６１１２６

jinsui@town.yuasa.lg.jpjinsui@town.yuasa.lg.jp

◆上映日時：７月30日（土）上映：午後７時～（会場：午後６時30分～）
　　　　　　　　　　　　　　〔上映時間１時間４８分・字幕あり〕
◆上映場所：湯浅町総合センタ－　２階　大ホール
◆駐 車 場：住宅跡地（総合センター南側）◆手話通訳あり
◆入場無料：先着順（満員になり次第入場を制限いたします。）
◆一時保育有（一時保育のお申し込みは、7/27 までに人権推進室へ）
　＊悪天候等により開催できない場合は、８/６に延期いたします。

主催　湯浅町人権尊重委員会　　後援　湯浅町・湯浅町教育委員会
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お し ら せ

広告 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています
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６
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課
で
等
告
申
未
※

た
い
て
せ
さ
と
み
の
付
受
の
で
場
役
、
は
方

。
す
ま
き
だ

せ
ら
知
お
の
ら
か
県
山
歌
和

て
い
つ
に
況
状
の
質
水
の
川
田
山◆

て
し
た
満
を
準
基
境
環
は
果
結
の
査
検
質
水

す
ま
い

成
平
、
は
で
県
山
歌
和

27
年
10
月
23

）
金
（
日

調
を
響
影
の
故
事
質
水
た
し
生
発
で
川
田
山
に

と
た
し
施
実
を
査
検
質
水
の
川
河
、
め
た
る
べ

成
平
、
ろ
こ

年

月

環
で
査
検
の
）
金
（
日

し
ま
し
認
確
を
と
こ
る
い
て
し
た
満
を
準
基
境

た
し
施
実
に
後
の
そ
、
た
ま
。
た

月
４
び
及
月

し
た
満
を
準
基
境
環
も
て
い
お
に
査
検
質
水
の

く
無
は
響
影
の
故
事
質
水
、
ら
か
と
こ
る
い
て

も
と
と
う
行
を
査
検
質
水
き
続
き
引
も
後
今

し
護
保
を
康
健
の
人
は
と
準
基
境
環
、
お
な

と
こ
る
れ
さ
持
維
で
上
る
す
全
保
を
境
環
活
生

。
す
で
準
基
る
れ
さ
と
い
し
ま
望
が

室
教
験
体
り
く
づ
そ
み
寺
山
金

す
ま
し
集
募
を
徒
生
の

　

２
５
１
４
・３
６
☎

。
か
ん
せ
ま
み
て
し
り
作
手
を
そ
み
の
土
郷

◆

時
日
　

月
７

）
金
（
日

◆

所
場
　

◆

員
定
　

度
程
名

　
（

い
さ
だ
く
慮
遠
ご
は
み
込
し
申
お
の
で
族
家
ご

）

◆

の
も
な
要
必

約
て
し
と
費
料
材
（
円
０
０
４
，
１
費
加
参

巾
角
三
、
ン
ロ
プ
エ
、
）
分
㎏
２

　

器
容

）
の
も
の
目
き
大
で
の
る
す
を
し
重
（

◆

間
期
込
申

　

日

20平成28年7月



利
ご
を
場
車
駐
前
駅
営
町
の
隣
北
駅
浅
湯

。
い
さ
だ
く
用

。
す
で
能
可
も
約
契
極
月
に
他
の
り
か
預
時
一

申
お
で
ま
係
財
管
課
務
総
場
役、
は
約
契
極
月

。
い
さ
だ
く
み
込
し

り
か
預
時
一
◇

　

。
円
０
０
１
に
毎
間
時
１

　
　
　
　
　
　
　

の
初
最
（

）
。
料
無
は
分

後
庫
入
、
し
だ
た
※

は
内
以
間
時

。
円
０
０
５
大
最

◇
月

　
　
　

額　

円
０
０
０
，
５

内
案
ご
の
場
車
駐
前
駅
営
町
浅
湯

係
財
管
課
務
総

　

８
０
１
１
・４
６
☎

人口＝ 12,623 （前月比：－21 ）　男＝ 5,939 （前月比：－15 ）　女＝ 6,684　 （前月比：－ 6 ）世帯＝ 5,546 （前月比：－ 1）

広告 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています

せ
ら
知
お
の
ら
か
隊
衛
自
省
衛
防◆

会
明
説

　

時
日
　

月
７

）
金
（
日

時

　
　
　
　
　
　
　

）
土
（
日

時

　

所
場
　

所
内
案
集
募
田
有
隊
衛
自

６
０
１
町
崎
宮
市
田
有
（

－

2
）

◆

せ
合
い
問
お

　

所
内
案
集
募
田
有
隊
衛
自

１
３
６
６
・
２
８
・
７
３
７
０
☎

の
ら
か
合
組
防
消
川
広
浅
湯

せ
ら
知
お

成
平

組
防
消
川
広
浅
湯
度
年

て
い
つ
に
験
試
用
採
員
職
合

成
平
、
は
で
合
組
防
消
川
広
浅
湯

採
月
４
年

。
す
ま
し
集
募
を
員
職
の
用◆

数
人
定
予
用
採

　

名
干
若

◆

格
資
験
受

成
平
ら
か
日
２
月
４
年
３
成
平
・

月
４
年

国
本
日
で
方
た
れ
ま
生
に
間
の
で
ま
日
１

方
る
す
有
を
籍

要
体
身
の
定
一
な
要
必
て
し
と
員
職
防
消
・

方
す
た
満
を
件

第
法
員
務
公
方
地
・

該
に
項
条
格
欠
の
条

方
い
な
し
当

◆

日
験
試
用
採

　験
試
次
一
・

　

月
９

）
日
（
日

験
試
次
二
・

　

定
予
旬
中
月

◆

間
期
付
受
験
受

　

日(

月)

◆

紙
用
込
申

、
課
務
総
場
役
町
浅
湯、
合
組
防
消
川
広
浅
湯

。
す
ま
し
布
配
で
課
策
政
務
総
場
役
町
川
広

浅
湯
、
は
せ
わ
合
い
問
お
の
て
い
つ
に
験
試
※

部
本
防
消
合
組
防
消
川
広

　

課
務
総

１
０
３
５
・
３
６
☎

町のうごき（平成28年 6月1日）

募集種目 応募資格 受付期間 試験期日（場所）

自衛官
候補生

子
男

18 歳以上
27 歳未満の方

9/22（木）
まで 9/23（金）・24（土）

※いずれか 1日
　（和歌山市）

子
女

7/1（金）
▼

9/8（木）

一般
曹候補生

1次試験
9/16（金）・17（土）
※いずれか 1日
　（和歌山市）

航空学生 高卒（見込含）
21 歳未満の方

1次試験　9/22（木）
（和歌山市）

成
平

て
い
つ
に
験
試
用
採
員
職
町
浅
湯
度
年

課
務
総

　

係
務
総

　

８
０
１
１
・４
６
☎

員
人
定
予
用
採
①

種
職

数
者
定
予
用
採

職
政
行
般
一

名
干
若

士
育
保

名
干
若

期
時
定
予
用
採
②

　

成
平

日
１
月
４
年

程
日
験
試
次
一
③

　

成
平

月
９
年

）
日
（
日

格
資
験
受
④

件
要
る
す
関
に
格
資
・
齢
年
⑴

種
職

格
資
験
受

一般行政職

和
昭

成
平
ら
か
日
２
月
４
年

れ
ま
生
に
で
ま
日
１
月
４
年方

た

資格免許職
保育士

和
昭

年日
２
月
４

生
に
降
以

方
た
れ
ま

を
格
資
の
士
育
保

方
る
い
て
し
得
取

成
平
は
又

３
年

格
資
に
で
ま
末
月

方
の
み
込
見
得
取方

る
す
有
を
籍
国
本
日
⑵⑶

成
平

方
な
能
可
が
務
勤
ら
か
日
１
月
４
年

第
法
員
務
公
方
地
⑷

れ
ず
い
の
号
各
条

ん
せ
ま
き
で
験
受
は
方
る
す
当
該
に
か

間
期
付
受
び
及
所
場
付
交
の
紙
用
込
申
⑤

て
い
つ
に

◆

所
場
付
受
・
付
交

　

課
務
総
場
役

◆

間
期
　

成
平

月
７
年

ら
か
）
火
（
日

　
　
　
　

月
８

）
く
除
は
日
土
（
）
木
（
日で

ま
記
右
は
く
し
詳

21 平成28年7月



ゆあさニュース

７
月
16
日　

第
40
回
湯
浅
ま
つ
り

◆
主
催　

湯
浅
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◆
日
時　

7
月
16
日
（
土
）

（
荒
天
の
場
合
は
18
日
（
月
・
祝
）

に
延
期
、再
延
期
の
場
合
31
日（
日
））

◆
湯
浅
幼
稚
園
鼓
隊　

17
時
45
分
〜

　
（
御
蔵
町
↓
港
保
育
所
跡
地
）

◆
湯
浅
ぞ
め
き　

18
時
〜

（
御
蔵
町
↓
港
保
育
所
跡
地
）

◆
湯
浅
ぞ
め
き
盆
お
ど
り
大
会

湯
浅
ぞ
め
き
終
了
後

（
港
保
育
所
跡
地
）

◆
花
火
大
会　

20
時
15
分
〜
21
時

40
周
年
記
念
３
，
１
０
０
発
の
花
火

で
す
!!

７
月
16
日
（
土
）
は

第
40
回
湯
浅
ま
つ
り
へ
！

お
問
い
合
わ
せ
▼
湯
浅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業
観
光
課
）

☎
６
４
・
１
１
２
８
／
６
３
・
２
５
２
５

湯
浅
広
港
周
辺

北
町
通
り
行
灯

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

◆
主
催

　

重
伝
建
10
周
年
実
行
委
員
会

◆
日
時

　

7
月
16
日
（
土
）

　

19
時
頃
〜
21
時
30
分
頃

◆
場
所

　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内

婚
活
イ
ベ
ン
ト

◆
主
催

　

わ
か
コ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
詳
細
は
こ
ち
ら

　

http://w
w
w
.w
akakon.com

商
店
街
イ
ベ
ン
ト

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
カ
ラ
オ
ケ
等

◆
主
催

　

駅
前
通
商
店
街
振
興
会

◆
日
時

　

7
月
15
日
（
金
）
17
時
〜

◆
場
所

　

駅
前
多
目
的
広
場
駐
車
場

金
魚
す
く
い
＆
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

◆
主
催

　

西
大
宮
通
商
店
街
振
興
会

◆
日
時　

7
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

17
時
〜
20
時
30
分

◆
場
所　

顕
国
神
社
境
内

（
先
着
２
０
０
名
様
お
子
様

お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
）

「紀州湯浅のギョギョっとお
魚まつり」が瀬戸内海の路
ネットワーク協議会主催の
イベントコンテストで優秀
賞を受賞しました！！
本年も秋にお魚まつりを開
催予定しています！

トピックス
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湯浅湾おさかな市を開催！
お問い合わせ▶湯浅湾漁協青年部☎６２・４５８１

湯浅湾で水揚げされる美味しいお魚をもっと知ってもらうために、
「おさかな市」を開催します。皆様ぜひお越しください！
◆日時　　7月 23 日（土）　 15 時～　（売切次第終了）
　　　　悪天候により出漁できない場合は7月 30日（土）に延期

◆場所　栖原漁港

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
ど
な
た
で
も　
　
　
　

ご
観
覧
で
き
ま
す

◆
場
所　

湯
浅
町
役
場
南
側
駐
車
場

◆
予
定
イ
ベ
ン
ト

●
近
大
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
（
１
回
目
）
16
時
45
分
〜

●
露
天
コ
ー
ナ
ー　

17
時
〜

●
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
（
１
回
目
）
17
時
〜

●
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー　

17
時
30
分
〜

　

和
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
・
ダ
ン
ス
・
湯
中
音
楽
部

●
近
大
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
（
２
回
目
）
18
時
55
分
〜

●
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
（
２
回
目
）
19
時
５
分
〜

●
ゲ
ス
ト
シ
ョ
ー　

19
時
35
分
〜

●
よ
し
も
と
お
笑
い
ラ
イ
ブ　

19
時
50
分
〜

●
お
菓
子
投
げ　

20
時
35
分
〜

※
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
天
候
、
そ
の
他
理
由

に
よ
り
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

７
月
23
日
（
土
）
は

ゆ
あ
さ
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
へ
!!

お
問
い
合
わ
せ
▼
湯
浅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
産
業
観
光
課
）
☎
６
４
・
１
１
２
８
／
６
３
・
２
５
２
５

湯
浅
町
役
場

★イベント会場の周辺の住民の皆様にはご迷
惑をおかけしますがご理解ご協力をお願い
いたします。

★駐車スペースに限りがありますので、でき
るだけ乗り合せの上、ご来場ください。
★駐車場ご案内
　①役場内駐車場　②垣内みそ店工場様
　③ひまわり保育園職員駐車場
　④ひまわり保育園様

更
さ
れ
る
場
合
が
あ

す

＆
近
大
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

即
売
会
!!

な
つ
か
し
の
無
声
映
画
＆

演
歌
シ
ョ
ー

入
場
整
理
券
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

（
湯
浅
町
役
場
・
総
合
セ
ン
タ
ー
・

駅
前
多
目
的
広
場
）

◆
場
所

　

役
場
３
Ｆ　

な
ぎ
ホ
ー
ル

◆
無
声
映
画
上
映

　

瞼
の
母　

14
時
〜
16
時

◆
演
歌
シ
ョ
ー

　

16
時
〜
16
時
30
分
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夢THE DREAM
OF YUASA
CHILDREN

あなたが大人になったとき、「湯浅町」は、
どんな町であってほしいですか？

小学校・中学校の児童・生徒たちが
思い描いた未来の「湯浅町」は、
どれもとても素敵な町になりました。
みんなの思いに近づくことができるよう、
湯浅町はこれからも全力で歩み続けます。

24平成28年7月



夢THE DREAM OF YUASA CHILDREN

25 平成28年7月



あなたが大人になったとき、
「湯浅町」は、どんな町で
あってほしいですか？
児童・生徒の皆さんは、湯浅町の未来を
一生懸命考えてくれました。
湯浅町は、みなさんと一緒に未来を考え
これからもともに歩み続けます。

夢THE DREAM OF YUASA CHILDREN

26平成28年7月



みなさんが、これまでともに歩み、
築いてきた「湯浅町」への思いを
聞かせてください

27 平成28年7月
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